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7
月
7
日
未
明
よ
り
午
前
中
に
雨
量

計
で
、
１
７
０
ミ
リ
の
激
し
い
雨
が
降

り
ま
し
た
。
7
日
か
ら
11
日
ま
で
、
4

日
間
で
２
７
６
ミ
リ
の
雨
が
降
り
ま
し

た
。中

組
地
区
で
は
、
道
路
に
流
入
す
る

土
砂
を
防
ぐ
た
め
土
嚢
を
準
備
し
設
置
、

更
に
土
砂
の
撤
去
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
奥
組
地
区
で
は
5
ヵ
所
で
が
け
崩

れ
が
あ
り
、
2
か
所
で
土
砂
が
道
路
に

流
出
。
畑
地
区
で
は
7
箇
所
で
が
け
崩

れ
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
速
や
か
に
生

活
道
路
の
土
砂
の
撤
去
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
高
庭
地
区
で
は
、
農
地
に
土
砂
や

流
木
な
ど
が
大
量
に
流
れ
込
み
、
主
に

畑
地
区
内
よ
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
で
撤
去
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

激
し
い
雨
が
降
り
続
く
線
状
降
水
帯

が
発
生
し
、
各
所
で
川
が
氾
濫
し
終
日

緊
張
し
た
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
消
防

で
は
、
情
報
収
集
と
終
日
警
戒
監
視
。

人
的
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

土
砂
災
害
、
道
路
の
潅
水
、
住
宅
浸
水

の
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
大
き
な
爪
痕

を
残
し
ま
し
た
。

更
に
、
12
日
に
も
ほ
ぼ
半
日
で
１
４

１
ミ
リ
の
激
し
い
降
水
が
あ
り
、
再
び

川
の
氾
濫
か
と
思
い
ま
し
た
が
そ
れ
ほ

ど
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
松
江
市

の
平
均
的
な
7
月
の
降
水
量
の
合
計
は
、

２
４
０
ミ
リ
で
、
今
回
の
降
水
合
計
４

１
７
ミ
リ
は
記
録
的
と
思
わ
れ
ま
す
。

第
一
次
避
難
所
は
従
来
は
、
研
修
セ

ン
タ
ー
で
し
た
が
、
お
ち
ら
と
村
、
研

修
セ
ン
タ
ー
付
近
は
必
ず
し
も
安
全
が

確
保
で
き
な
い
た
め
、
本
谷
地
区
は
中

組
集
会
所
、
畑
、
高
庭
地
区
は
高
庭
集

会
所
に
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
は
、
東
出
雲
公
民
館
に
避
難
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
7
月
10
日
に
は
被
害

状
況
を
把
握
す
る
と
同
時
に
今
後
の
対

処
に
つ
い
て
、
自
治
会
な
ど
各
組
織
が

集
ま
り
今
後
の
対
応
が
調
整
さ
れ
ま
し

た
。上

意
東
地
区
は
防
災
訓
練
に
よ
り
、

避
難
計
画
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
が
、
今

後
災
害
の
対
応
や
避
難
計
画
に
つ
い
て

更
な
る
計
画
の
構
築
と
、
体
制
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
い
た
し
ま
す
。

堤
防
を
破
壊
し
、
田
ん
ぼ
に
土
砂
が
流
入

(

意
東
川
と
山
口
谷
川
の
合
流
付
近
）

山
手
側
か
ら
大
量
の
と
水
が
道
路
か
ら
民
家(

道
路
右
側)

に
流
入

（
本
谷
下
組

12
日
午
前
11
時
頃
撮
影
）

田
ん
ぼ
に
流
入
し
た
木
や
竹
な
ど
を

回
収
し
た
袋
の
山
（
高
庭
県
道
脇
）

意
東
川
の
水
が
土
手
を
乗
り
越
え
家

に
せ
ま
る

(

高
庭
Ｓ
氏
付
近
の
意
東
川)

熊
谷
川
か
ら
熊
谷
橋
に
土
砂
が
流
入

（
お
ち
ら
と
村
す
ぐ
横
）

畑
地
区
法
面
の
崩
壊

発行責任者

上意東地域づく

り協議会会長

森廣光彦

上
意東

研
修
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

令
和
三
年
八
月
一
日
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夏
祭
り
は
本
来
、
疫
病
払
い

の
祭
典
で
す
。
宮
で
は
長
年
茅

の
輪
く
ぐ
り
が
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
退
散
の

願
い
を
込
め
今
回
制
作
し
ま
し

た
。
こ
の
茅
の
輪
は
、
し
め
縄

の
大
き
な
形
と
理
解
す
れ
ば
よ

く
、
一
年
を
2
回
に
分
け
こ
の

6
月
末
と
12
月
末
に
注
連
縄
を

作
る
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

経
験
が
な
い
た
め
苦
労
し
ま

し
た
が
、
立
派
に
完
成
。
神
職

を
先
頭
に
8
の
字
に
3
回
回
り
、

地
区
の
安
泰
を
祈
願
し
ま
し
た
。

神
社
は
穀
物
の
収
穫
を
祈
る

こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
水
害
が
上
意
東
の
農
業

に
悪
影
響
を
大
き
く
し
な
い
よ

う
総
代
一
同
願
い
を
新
た
に
す

る
大
祓
い
祭
と
な
り
ま
し
た
。

県
道
と
大
型
農
道
の
交
差
点

か
ら
南
西
を
見
る
と
、
大
き
な

神
木
の
根
元
に
社
殿
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
殿
の

背
後
に
は
、
大
き
な
岩
が
露
出

し
て
お
り
、
岩
さ
き(

先)

の
神

社
と
い
う
の
は
こ
の
あ
た
り
に

由
来
す
る
よ
う
で
す
。
『
雲
陽

誌
』
、
（
江
戸
初
期
の
古
文
書
）

に
は
岩
崎
明
神
と
記
さ
れ
、
流

行
病
か
ら
免
れ
る
ご
利
益
が
あ
っ

た
と
伝
え
れ
ら
て
い
ま
す
。
祭

日
は
7
月
15
日
、
祭
神
は
ス
サ

ノ
ウ
の
命
。
境
内
の
大
き
な
石

灯
籠
に
は
弘
化
二
年
（
１
８
４

５
江
戸
後
期
）
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
拝
殿
の
奥
に
は
、
雨
覆

い
の
中
に
本
殿
が
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
本
殿
の
裏
に
は
大
き
な

岩
が
あ
り
、
当
初
は
雲
陽
誌
に

あ
る
よ
う
に
、
こ
の
大
き
な
岩

が
ご
神
体
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

雲
陽
誌
に
は
「
岩
崎
明
神
、

杉
谷
明
神
、
立
岩
明
神

三
神

社
、
社
（
や
し
ろ
）
な
し
、
古

木
高
岩
に
注
連
を
ひ
き
九
月
十

九
日
祭
事
を
つ
と
む
」
と
あ
り
、

「
岩
崎
明
神
」
と
は
岩
崎
神
社

と
思
わ
れ
ま
す
。

少
な
く
と
も
江
戸
時
代
初
期

よ
り
信
仰
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

意
東
村
史
（
昭
和
23
年
）
に
よ

れ
ば
、
「
古
来
金
刀
比
羅
宮
に

合
祀
さ
れ
て
い
た
も
の
を
明
治

12
年
旧
境
内(

現
在
地)

に
も
ど

し
た
」
と
記
載
が
あ
り
ま
す
。

一
年
ご
と
の
輪
番
制
で
今
年

は
廣
江
則
光
さ
ん
が
世
話
人
と

な
り
、
神
饌
を
供
え
、
豊
作
と

地
区
内
安
全
を
祈
願
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
同
様
感
染
症
に
留
意

し
、
直
会
は
省
略
し
神
事
の
み

の
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

6
月
30
日
上
意
東
集
団
健
診
が

研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、

43

名
の
受
診
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
例
年
の
よ
う
な
蒸

し
暑
さ
も
な
く
、
受
診
時
間
を

細
か
く
分
け
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
よ
り
、
密
に
な
る
こ
と
も

な
く
短
時
間
で
健
診
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
意
東
集
団
健
診
は
、
約
30

数
年
の
歴
史
が
あ
り
、
上
意
東

地
区
の
健
康
づ
く
り
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
感
染
症

の
影
響
で
昨
年
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
市
と
の
協

議
の
う
え
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

受
診
し
た
Ｋ
さ
ん(

60
代)

は
、

「
昨
年
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受

信
し
た
が
、
何
時
間
も
待
ち
時

間
が
あ
り
大
変
だ
っ
た
。
今
回

は
、
が
ん
検
診
も
含
め
て
短
時

間
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
、
よ

か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

各
地
区
保
健
委
員
さ
ん
、
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
健
診
を
受
け
、
8
月
19
日

(

木)

午
前
中
に
「
結
果
返
し
」

が
あ
り
ま

す
の
で
、

お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

地
域
づ
く
り
の
先
進
視
察
と
し

て
、
積
極
的
に
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
出
雲
市

伊
野
地
区
へ
出
か
け
ま
し
た
。

伊
野
地
区
は
旧
平
田
市
で
宍

道
湖
岸
か
ら
日
本
海
ま
で
山
を

跨
い
で
南
北
に
細
長
い
地
域
で

す
。こ

の
地
区
で
は
10

年
後
の
人

口
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
危
機
感
を
い
だ
き
、
地
域

の
現
状
や
課
題
を
抽
出
し
て
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
が
た
て
ら
れ
、
実

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
意
東
も

伊
野
地
区
と
同
じ
様
な
現
状
と

課
題
が
あ
り
共
感
し
ま
し
た
。

何
よ
り
も
感
心
し
た
の
は
小

学
校
も
含
め
、
た
く
さ
ん
あ
る

組
織
が
地
域
全
体
で
ま
と
ま
り
、

各
々
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

事
で
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
こ
そ
が
地
域
づ
く
り
の
「
鍵
」

で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
有
意
義

な
視
察
で
し
た
。

本
谷
奥

三
島
一
成
様
よ
り

奥
様
（
美
幸
様
）
の
ご
逝
去
に

伴
う
香
典
返
し
と
し
て
「
地
域

づ
く
り
の
為
に
活
用
く
だ
さ
い
」

と
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
み
い
と
う)

金
刀
比
羅
宮
夏
祭

茅
の
輪
で
、
地
区
内
安
全
を
祈
る

二
年
ぶ
り
の
上
意
東
集
団
健
診

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

出
雲
市
伊
野
地
区
を

視
察
・
研
修

伊野地区、上意東の集合写真 日本海沿いの漁港視察

明
治
時
代
よ
り
つ
づ
く
信
仰
の
か
た
ち

岩
崎
神
社

夏
祭
り

伊野地区の説明を聞く

宮司を先頭に参加者が３回
茅の輪をくぐりました

出来上がった縦横２メートル
の茅の輪

「
奉
献
岩
崎
神
社
高
庭
講
中
」
と
書
い

て
あ
り
ま
す

先
の
大
雨
に
よ
り
被
災
し
た
主

に
水
路
清
掃
が
、
梅
雨
明
け
し

た
７
月
18

日
組
合
員
総
出
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

井
堰
よ
り
水
路
へ
の
土
砂
の

流
入
が
多
々
あ
り
、
こ
れ
か
ら

稲
に
水
を
当
て
る
時
期
で
、
早

急
な
対
策
が
必
要
で
す
。
施
設

の
破
損
個
所
も
あ
り
、
応
急
処

置
を
し
て
の
水
管
理
も
必
要
な

よ
う
で
す
。

石
橋
俊
儀
組
合
長
に
よ
れ
ば

皆
さ
ん
の
早
速
の
ご
協
力
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
当
日
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
、
上
意
東
消

防
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
明

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

秋
に
は
黄
金
色
の
稲
穂
が
た

れ
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
よ
う

願
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

８
月

1
日(

日)

畑
地
区
内

幹
線
道
路
草
刈
り
作
業

イ
ザ
コ
た
め
池
法
面
草
刈

18
日(

水)

畑
地
区
阿
弥
陀
さ
ん
の
祭
典

24
日(

火)

延
命
地
蔵
祭
典

25
日(

水)

谷
口
不
動
尊
祭
典

中
止

上
意
東
納
涼
夏
祭
り

上
意
東
の
行
事
予
定

上
意
東
圃
場
維
持
管
理
組
合

緊
急

水
路
点
検
清
掃
実
施

参加された皆さんに指示をする石橋
組合長（中組集会所にて）

問診を受ける受診者

ＪＡ島根厚生連にお世話
になりました


